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エールリッヒ腹水癌細胞(染色体数44，以下， EATC と略す)を， 1 ~ 2 X 10 6個 ， ddY マウス(合，
5~6 週令)の腹腔内へ移植後， 6~ 7 日目の EATC を使用した。
(, EATC を低張液処理後， NonU1et -P40を用い粗核分画を得る。これを 0.34M薦糖 (3mMCαClz )
に懸濁し，位相差顕微鏡で観察しながら，未破砕の核がなくなる迄超音波処理を続ける。
















⑥，この方法で分画化した各サイズの核小体当りの DNA ，及び RNA 含量を調べると， DNA 含量は，
大きなもので0.84pg， 小さなもので0.33pg で，分画化する前の核小体の平均は0.59pg であった。
RNA 含量は，小さな核小体でト0.40pg ， 大きなもので 1. 21pg であった。つまり，核小体のサイズ
の増加に伴い， DNA 量， RNA 量，共に増量していた。
⑦，次に，各サイズの核小体より DNA を抽出し，更に RNαse 等で精製し透析後， CsCl 平衡密度勾配
遠心法で DNA を分析した。
既に，マウス核 DNA では約10%の Sαtellite DNA (p= 1.690g/cm 3 ) が存在し，核小体 DNA では
更に増量する事が知られており，分画化した各サイズの核小体で、 ， sαtellite DNA は， 21~21%の
値を示し，各分画間で顕著な差は認められなかった。
核小体外の DNA も同様に分析した所，約 9%であり，これらの DNA 分析からも，夫々サイズの
異った核小体分画には，クロマチンの混入が少ない事が示されている。
⑧，次に，各サイズの核小体で、生成した RNA の塩基組成を， 32p を用い分析すると，各分画で G+C
含量が約61% と顕著な差がなく，この値は，リボゾーム RNA，及びその前駆体の G+C 含量とほ
ぼ等しいばかりでなく，この方法で分画化した各サイズの核小体ヘ，核小体以外のクロマチン画
分等の混入が非常に微量でしかない事を示唆するものである。
⑨，そこで，各サイズの核小体 DNA 中に存在するリボゾームシストロン ( rDNA) 量を調べた。
つまり，分画化した各サイズの核小体より DNA を抽出，精製後，メンプランフィルタ一法で，














小さな核小体を平均 3.5 個持っているマウス肝細胞と，エールリッヒ腹水癌細胞の核 DNA の yDNA








③，大きな核小体で、は，約 3 個の核小体オルガナイザーが集まり， 1 つの核小体を形成する可能性を
示唆する結果を得た。
論文の審査結果の要旨
核小体はリボソーム RNA を合成し，これが蛋白と結合して成熟されるオルガネラである。増殖の
さかんな細胞或いは癌細胞では核小体の大きいのが見出されている。
河野君は Ehrli・ch腹水癌細胞で大小の核小体の存在することに注目し
1) 大小の核小体の分離方法に成功し
2) 大きな核小体にはリボソームシストロンが増加していることを明らかにし
大きな核小体が融合により生成されることを明らかにしたもので学位論文として価値あるものとみ
とめる。
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